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1 シェーラーからの引用は、Max Scheler, Gesammelte Werke, Band 1-15, Francke, Bern u. 
München 1954-1979, Bouvier, Bonn 1987-1997 に依拠する。本文中に巻数をローマ数字
で、頁数をアラビア数字で示した。なお、引用文の翻訳は飯島宗享・小倉志祥・吉













































































































































                                                                  








































                                                                  
5 Groothoff(2003),180 頁 














































































                                                                  





















































































                                                                  













































































                                                                  




































                                                                  
15 Luther(1972),166 頁 


































                                                                  
17 新教育学大辞典,168 頁 
18 シェーラーの調和思想に関するより詳細な考察については、拙著（2015）「シェーラ
ーの形而上学における人間形成論―調和と価値の観点から」（東北教育哲学教育
史学会『教育思想』第 42 号 pp.105-124.）を参照。 
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